
太成学院大学

小高 恵

親子関係の時系列研究の意義と課題

応用心理測定研究会 第5回



1. 日々の親子関係の影響過程を検討することの必要性

2. P技法データと動的因子分析について

3. 時系列データを用いた親子関係研究紹介

小高恵・紺田広明 (2015). 「中学生の母娘関係の日々の相互作

用の一分析：動的因子分析を適用して」 青年心理学研究, 26, 

109-128.

4.系列データ研究の意義，今後検討すべき課題



縦断的調査のデータ解析にSEMによる分析の導入・・・時間経過の中での
親子間の影響過程を捉えることができるようになった。

長い期間を時間軸として設定する・・・マクロな視点からの縦断研究

個々のダイナミックな動きを捉えることが困難では？

短い時間を時間軸として設定する・・・ミクロな視点からの縦断研究

P技法データと動的因子分析

1. 日々の親子関係の影響過程を検討することの必要性
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図1 「人×変数×機会（ N×n×T）」の3 次元立方体のデータボックス

Cattell(1966)のデータボックス

2. P技法データと動的因子分析について
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図2 動的因子分析の模式図(小高・紺田, 
2015, P.112)

図3 ラグ数を2 とした時のブロック・トープ
リッツ行列（小高・紺田, 2015, P.113）

動的因子分析(Dynamic Factor Analysis)のイメージ

P技法因子分析：時間軸にそって測定された観測変数に潜在する因子を抽出

動的因子分析：潜在する因子に時系列モデルを組み入れる。DFAが分析の
対象とする共分散行列はブロック・トープリッツ行列（BT行列）である(Wood & 
Brown, 1994)。



3時系列データを用いた親子関係研究紹介

方法

調査参加者と測定期間：女子中学生1年生とその母親の2名．測定
期間は144日間.
質問項目

(1)母の娘への態度・行動についての尺度（6件法）
辻岡・山本（1976）の作成したEICAの「受容」「統制」の2次元を元
にして，それぞれ4項目ずつ，合計8項目を子ども用・親用で項目
内容が同じになるように作成した。

(2)娘の母への態度・行動についての尺度（6件法）
小高（2000, 2010, 2011)は，「親和志向」と「独立志向」の2つの二
次因子を抽出しているが，この2つの因子を元にして，それぞれ７
項目ずつ，合計14項目を子ども用・親用で項目内容が同じになる
ように作成した。

中学生の母娘関係の日々の相互作用の一分析



表1 使用した項目と因子パターン (小高・紺田, 2015, P.112)

項目をまとめて下位尺度を構成する方法は，小包化（parceling）と呼ばれ（Cattell, 1956），
SEMによる分析において潜在因子を含むモデルを構成する際に，項目そのものを観測変
数とするよりも，小包化した下位尺度を用いた方が，信頼性が向上し，より適切な解を推定
できる可能性が高まる（狩野, 2002a, 2002b）



分析方法

（１）DFAの分析では，時間経過の関連性を表現するBT行列を構成し，
AMOSにより，横断的なデータのSEMによる分析と同様，まず，
測定モデル（因子と観測変数の関係性）の構成に当たった。

（２）当日の母の娘への態度・行動の因子と娘の母への態度・行動

の因子の下位尺度の構成を確認するために母と娘のそれぞれ

についてラグ0のDFAを行った。次に母と娘のラグ0モデルを合わ
せたラグ0の母娘相互作用モデルを作成した。

（３）最後に，この母と娘を合わせた相互作用モデルを前日及び

前々日の時間経過を含んだDFAを行った。



図4 娘のDFA（ラグ0）のパス図 図5 母のDFA（ラグ0）のパス図

図6 母娘の相互作用モデルDFA（ラグ０）

1. 時間経過を入れないラグ0モデル

結果と考察

(χ2 (129)=129.059, p=.482, GFI=.921, 
AGFI=.871, CFI=1.000, RMSEA=0.002, 
AIC=291.059, SRMR=.056）



母が娘に対して統制的であると母が認知すると娘も母を統制的であると認
知している。

同様に娘が親和的，独立的であると娘が認知すれば，母も同じように，娘
を親和的，独立的と認知している。

図7 母娘の相互作用モデルDFA（ラグ０）の関連図



（１）ラグ数の決定
自己相関係数と偏自己相関係数の算出(中野, 2002; 中野・山田・西嶋, 2003)

2. 時間経過を入れたモデルの作成

表3 自己相関係数・偏自己相関係数

ラグ数２とした
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図8本研究のDFAの模式図
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時間経過を入れたモデルの模式図



表4 ラグ2モデルの潜在変数間の推定値

（２）ラグ２モデルの作成

娘よりも母の方が，その影響
はより長く続く可能性がある

娘，母両方において，同じ因
子において前の日からの影
響を受けている

娘の「独立志向の因子」から
「親和志向の因子」へのラグ１
のパスは正の値を示す

(χ2 (1716)=2016.598, p=.000, GFI=.715, 
AGFI=.696, CFI=.927, RMSEA=.035, 
AIC=2244.598，SRMR=.0793）

娘の「親和志向の因子」から
母の「受容因子」へのラグ１の
パスは負の値を示す

母の「統制の因子」から娘の
「親和志向の因子」へのラグ１
のパスは負の値を示す



図9 母娘間のラグ2モデル

いくつかの道筋を通りながら，前々日，
前日，当日へと影響しあっている

前日に娘が母に対して親和的で
ないと娘が認知すると，母は当日，
娘の反応に敏感に応答するかの
ように受容的になっている

娘が独立的な主張をした次の
日はそれを補うかのように母と
親和的になろうとする様子が
窺われる。

前々日に母が娘に対して統制
的であると母が認知すれば，前
日の娘は母に対して親和的で
ないと認知する。



本研究の限界と可能性

一組の母娘を対象とした研究 個性記述的研究

複数の母娘を対象とした研究の必要性 法則定立的研究

データの積み重ね

一般化できる法則性を見出だす

多個人動的因子分析(Multi-Individual Dynamic Factor Analysis : MDFA）を用いる

（小高・紺田, 2018；小高・紺田，2020）
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図13 系列データ研究のメリット・デメリット

一人一人の細かな動きを
みることができる

他の人との比較が
困難

共通する短期の影響過程
みることができる

大事な因子を捨て
去ってしまっている
可能性がある

大きな発達的変化をみる
ことができる

個別の発達的変化をみる
ことができる

短期間の変動をみるだ
けで何が言えるのか

様々な要因が影響する
可能性がある

4. 系列データ研究の意義，今後検討すべき課題



•個別のデータをさらに積み重ねることで，一般化できる
法則を見つけていく必要がある。

•一般化された法則があるから，個別性を知ることがで
きるのでは？

→臨床場面への応用につなげることも可能

• ミクロ的変化が，マクロ的変化に及ぼす影響を明らか
にしていく必要がある。

→マクロな視点とミクロな視点を繋げることは可能？

今後の検討すべき課題
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